
 

 

 
 
 
 
 

   

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

西小だより 
第 ５ 号 

令和５年８月３１日発行 

発行者 廻谷 敦士 考 え る 葦 
４０日間の夏休みが終わり，1 学期の後半がスタートしました。朝，校長室の窓か

ら元気に登校してくる子供たちの姿を久しぶりに見て，とてもうれしくなりました。

新型コロナウイルス感染症が感染症法上の第５類に引き下げられて，４年ぶりに制限

なしの夏休みとなり，子供たちは家族と一緒に出掛けたり，学校ではできないことに

チャレンジしたりするなど，それぞれに有意義な夏休みを過ごしたようです。 
９月は第 1 学期のまとめの時期です。厳しい残暑が予想されますが，まずは，学校

生活のリズムを取り戻し，４月に立てた目標を振り返りながら，1 学期のまとめをし

っかりと進めていきたいと思います。 
新型コロナウイルス感染症も大きな話題にはならなくなりましたが，感染拡大が懸

念されております。子供たちの健康面・安全面にも引き続き留意しながら，教育活動

を進めてまいりますので，保護者の皆様のご理解，ご協力をよろしくお願いいたしま

す。 

第 1 学期後半がスタート！！  ８月３０日(木)1 日の様子 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

夏休み明け朝会 

考える 思いやる 鍛える 

夏休みが終了し，子供たちの元気な声・明る

い笑顔が戻ってきました。大きな事故なく夏休

みを終えることができたことが何よりです。 
校庭に設置したＷＢＧＴ測定器では，気温が

３７℃を超える時間帯もありましたが，子供た

ちは，暑さに負けず元気に活動していました。 
一斉下校のときに，担当の由比先生の「久し

ぶりの学校，楽しかった人？」の質問に，たく

さんの子供たちが元気に手を挙げていました。 
４０日ぶりに，西小本来の姿に戻り，子供た

ちも先生方も笑顔いっぱいの一日になりまし

た。 
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今年度は，西小学校 HP の QR コードを掲載しました。

HP にアクセスいただきますと，カラー版の「学校だよ

り」をご覧いただけます。また，本紙面で紹介できなか

った本校の様々な教育活動等についてもご覧いただくこ

とができますので，ぜひ，アクセスしてみてください。 
 

「手持ち花火で遊ぼう」 

「シャボン玉ショー」 

日頃から西小学校を支えてくださっている地域の各種団体の皆様が，子供たちのために様々な行事を開催して

くださいました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

9 月は，いじめゼロ強調月間です 

宇都宮市では，夏休み明けの 9 月を，2 回目の「いじめゼロ強

調月間」として，市内全校で，いじめ根絶に向けた取組を進めて

おります。西小学校では，いじめアンケートの実施，いじめ防止

に係る道徳等の授業実践，いじめゼロ標語の作成，児童集会の開

催等を予定しております。お子様のことで，何か気がかりなこと

がございましたら，どうぞご遠慮なくご相談ください。 

（ＴＥＬ６３４－６１２９） 

  夏休み中の学校では・・・地域で子供たちを育てる！！ 

 

 

 

西地区青少年育成会の

主催で，「手持ち花火で

遊ぼう」のイベントが開

催されました。イベント

当日の夕方は，心地よい

風に暑さがまぎれて，気

持ちのよい夏の夕べとな

り，子供たちは保護者と

ともに手持ち花火を堪能

しました。 

西地区まちづくり推進委員会

主催で「シャボン玉ショー」が開

催されました。この行事は，

コロナ禍前に実施していた

「学校へ泊まろう！」のイベ

ントの代わりに，子供たちが

楽しめるものをというねらい

のもと，実施されました。 

8 月 29 日（火） 校舎内清掃ボランティア 

夏休み最終日の２９日（火），西小魅力ある学校づくり地域協議会の呼び

かけで，ボランティアによる校舎内清掃が実施されました。校舎長寿命化

工事のため北校舎の各教室を中心に，きれいにしていただきました。残暑

厳しい中，ご協力いただきました皆様，ありがとうございました。 

地域とともに 

宇都宮市では，「学校教育推進計画」

の中で「地域とともにある学校づくり」

を基本目標の一つとして掲げていま

す。学校だより等でも機会をとらえて

発信してきましたが，私自身，西地区

は，未来を担う子供たちのためにとい

う意識がとても高い地域であると，改

めて強く感じています。 

これからも地域と 

の連携を大切に，「地 

域とともに子供を育て 

る」教育を進めてまい 

ります。 


